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１．研究計画の概要 

 

本研究の概要は、以下の三つの目的によっ
てまとめることができる。 

 
(1)討議倫理学の道徳原理の「応用（適用）
問題」を中心として、討議倫理学の誕生から
今日までの展開を体系的に分析・提示する。 

 

(2)(1)で得られる成果を批判的に検討する
ことで、討議倫理学の応用可能性を明らかに
する。 

 

(3)その際、従来の討議倫理学において論じ
られていない観点、すなわち「具体的な問題
状況における討議の現実的不可能性」から、
新たな討議倫理学を提示する。 

 

２．研究の進捗状況 

 

上記の「研究計画の概要」における三つの
目的に関して、研究は以下のように進んでい
る。 

 

(1)まず、70 年代から 80 年代の討議倫理学
の展開に関しては、Ｋ・－Ｏ・アーペルによ
る討議倫理学の提唱から「応用問題」に関連
した責任倫理学としての討議倫理学の提案
について論じた（論文⑤）。 

 次に、90 年代の討議倫理学の展開に関して
は、アーペルのアプローチに批判的な、Ｍ・
ニケによる「道徳の現実的討議理論」につい
て論じた（論文④）。 

 最後に、2000 年代の討議倫理学の展開に
関しては、従来の討議倫理学的アプローチを

「規範倫理学」と批判する、Ｍ・Ｈ・ヴェル
ナーの「格律の倫理学」について論じた（論
文②）。 

 

(2)まず、アーペルのアプローチの批判的検
討に関しては、その問題点を指摘した（論文
⑤）。 

次に、ニケのアプローチの批判的検討に関
しては、その「相互性」の原理の問題を指摘
し、その解決案を提示した（論文③と④）。 
 最後に、ヴェルナーのアプローチの批判的
検討に関しては、その「格律の倫理学」に対
する反論を検討し、擁護した（論文②）。 

 

(3)に関しては、現在のところ、それほど研
究は進んでいないが、(1)と(2)の成果に基づ
いて、「具体的な問題状況における討議の現
実的不可能性」に関わる道徳原理を考慮する
ことで、従来の討議倫理学では扱うことので
きない「適用問題」への新たなアプローチを
提示したいと考えている。 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。 

 

 上記の「研究の進捗状況」から明らかなよ
うに、研究目的の(1)と(2)はほぼ達成されて
おり、おおむね研究計画通りに研究は進んで
いると考えられる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 

今後は、特に研究目的(3)に焦点を絞り、
従来の討議倫理学では論じられていないと
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考えられる「具体的な問題状況における討議
の現実的不可能性」という観点から、討議倫
理学を考察し、「応用（適用）問題」に対す
る新たな討議倫理学の可能性を探究したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
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